
永
田
岳
登
山
道
周
辺
植
生
回

復
事
業
で
使
用
し
た
モ
ッ

コ
等

の
運
搬
用
具
を
、

十
二
月
十
二

日
に
回
収
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ま
た
、

同
日
に
は
屋
久
島
観

光
協
会
主
催
で
縄
文
杉
周
辺
の

木
道
補
修
が
、

地
元
ガ
イ
ド
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

屋

久

島

を

訪

れ

る

登

山

者

に
、

山
岳
部
を
安
心
し
て
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

安
全
対

策
等
に
地
域
一
体
と
な
っ

て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

顕

著

な

普

遍

的

価

値

を

陳

述

進
す
る
た
め
に
ヤ
ク
シ
カ
の
生

態
や
分
布
、

生
息
環
境
等
を
調

査
す
る
計
画
で
す
。

十
二
月
十

四
日
～

十
六
日
に
は
現
地
調
査

に
当
セ
ン
タ
ー

の
職
員
も
同
行

し
、

シ
カ
の
動
向
を
観
察
し
ま

し
た
。

写
真
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
取
り

付
け
た
ヤ
ク
シ
カ
個
体
の
行
動

を

追

跡

調

査

し

て

い

る

も

の

で
、

こ
の
調
査
は
来
年
度
ま
で

続
け
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、

糞
粒
調
査
や
ル
ー

ト
セ
ン
サ
ス

と
併
せ
て
ヤ
ク
シ
カ
の
生
態
や

動
向
、

分
布
の
把
握
に
も
繋
が

る
予
定
で
す
。

与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
こ

と
や
具
体
的
な
取
り
組
み
ま
で

記
述
す
る
こ
と
の
必
要
性
等
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

前
回
の
科
学
委
員
会

で
設
置
が
決
定
さ
れ
、

二
回
の

会
合
を
終
え
た
ヤ
ク
シ
カ
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（

以
下
、

シ

カ
Ｗ
Ｇ
）

の
こ
れ
ま
で
の
検
討

結
果
に
つ
い
て
報
告
と
意
見
交

換

が

行

な

わ

れ

ま

し

た
。

今

後
、

シ
カ
Ｗ
Ｇ
で
は
ヤ
ク
シ
カ

の
適
正
頭
数
・
目
標
頭
数
の
整

理
や
個
体
数
管
理
の
推
進
方
策

の
整
理
、

ヤ
ク
シ
カ
の
個
体
数

管
理
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の

検
討
、

ヤ
ク
シ
カ
に
よ
る
被
害

を
踏
ま
え
た
植
生
回
復
手
法
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
検
討
等

に
つ
い
て
議
論
し
て
、

次
回
の

科
学
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

屋
久
島
の
喫
緊
の

課
題
と
し
て
屋
久
島
町
が
関
係

機
関
等
と
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
事
業

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ

九
州
南
部
・
屋
久
島
・
種
子

島
・
中
国
南
部
・
台
湾
に
分
布

す
る
つ
る
性
の
木
本
。

日
当
た

り
の
よ
い
林
縁
で
高
木
に
巻
き

付
く
。

葉
は
三
出
複
葉
で
小
葉

は
全
縁
、

厚
く
光
沢
が
あ
る
。

十
二
～

一
月
に
直
径
二
㎝
ほ
ど

の
白
い
花
を
多
数
つ
け
る
。

花

の
時
期
に
は
遠
く
か
ら
で
も
見

つ
け
ら
れ
る
。

ヤマハンショウヅル

近
年
、

全
国
的
に
シ
カ
に
よ

る
森
林
生
態
系
や
農
作
物
な
ど

へ
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

屋
久
島
で
も
ヤ
ク
シ
カ
の
個
体

数
が
増
加
し
て
い
る
と
推
計
さ

れ
、

希
少
種
の
消
失
や
農
作
物

被
害
へ
の
対
策
を
求
め
る
声
も

高
ま
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

九
州
森
林
管
理
局

で
は
ヤ
ク
シ
カ
に
対
す
る
総
合

的
な
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

昨
年
度
よ
り
「

野
生
鳥
獣
と
の

共
存
に
向
け
た
生
息
環
境
等
モ

デ
ル
事
業
」

を
開
始
し
て
い
ま

す
。

本
事
業
で
は
、

対
策
を
推

「

野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け
た
生
息
環
境
等
モ
デ
ル

事

業

」

に

お

け

る

現

地

調

査
(キンポウゲ科)

屋久島の植物

屋久島生態系モニタリング

※第二展望台周辺（１６４０m付近）の植生

屋久島中央部の植生垂直分布調査
（平成１９年度調査）

第二展望台は、第３プロット直上の花崗岩小岩峰の上
で、スギが十数本生育し、ヤクシマシャクナゲ、アセビ、
ヤクシマダケが多い。

その他には、イトススキ、アズキナシ、アリノトウグサ、
ヤクシマニガナ、コケスミレ、コメススキ、ヤクシマミヤ
マスミレ、シマヤワラシダ、サクラツツジ、ヤクシマヤマ
ツツジ、ヤクシマイバラ、イソノキ、ヤクシマコオトギ
リ、ヤクシマダイモンジソウ、ヒメカンスゲ、ヤマグル
マ、シシガシラ、リョウブ、ハイノキ、イワガラミ、ベニ
シダ、スゲ属Ⅰ、スゲ属Ⅱ、コウヤコケシノブ、ツクシ
ショウジョウバカマ、ヤクシマヤマムグラ、ヤシャブシ、
ヤクシマホツツジ、ヒメツルアリドオシ、ツルアジサイ、
コツクバネウツギ、ナナカマド、ツルリンドウ、ツゲ、ヤ
クシマショウマ、ヤクシマガクウツギ、ヒカゲノカズラ、
チャボシライトソウ、ヤクシマママコナ、キジノオシダ、
フタリシズカ、コケトウバナ、ヒメカカラ、サルトリイバ
ラ、ヤクシマカラマツ、タンナサワフタギ、ヒメコナスビ
などが見られる。

れ
ま
し
た
。

ま
た
、

持
続
可
能

な
利
用
に
関
し
て
は
、

新
た
な

価
値
の
再
資
源
化
を
検
証
し
、

長
期
的
な
発
展
の
可
能
性
の
検

討
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

山

岳

部

で

の

取

り

組

み
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屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

科

学

委

員

会

の

開

催

十
二
月
二
三
日
、

平
成
二
二

年
度
第
二
回

屋
久
島
世
界
遺

産
地
域
科
学
委
員
会
（

以
下
、

委
員
会
）

が
鹿
児
島
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
委
員
会
で
は
、

世
界

遺
産
委
員
会
の
決
議
に
よ
り
、

二
〇
一
二
年
の
定
期
報
告
に
先

立
ち
、

本
年
二
月
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
「

顕

著
な
普
遍
的
価
値
の
陳
述
」

や

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
の
管
理

計
画
の
「

基
本
方
針
」

や
「

管

理
の
方
策
」

の
見
直
し
等
に
つ

い
て
重
点
的
に
議
論
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
中
で
、

普
遍
的
な
価

値
は
、

当
時
の
記
載
基
準
に
合

せ
て
整
理
す
る
こ
と
、

基
本
方

針
や
方
策
で
は
、

ヤ
ク
シ
カ
が

遺
産
地
域
の
生
態
系
や
生
物
多

様
性
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を

写真

沖九州森林管理局長の挨拶

ＧＰＳテレメートリーによる追跡調査

ヘリによる回収



年

頭

挨

拶

屋
久
島
森
林
管
理
署
長

木

暮

甲

吉

豊
か
な

森
林
、
や
す

ら

ぎ

の
屋
久
島

あ

け
ま

し

て
お

め

で
と

う

ご

ざ

い

施

し

一

定

ま
す

。

の
成

果

（
約

皆

様

に
お

か
れ

ま

し
て
は
ご

家

族

４

百

頭

の

共

々

よ

い
年

を

迎

え

ら

れ

た

こ
と
と

捕

獲

）
を

お
慶

び

申
し
上

げ
ま
す
。

あ

げ

る

こ

昨

年

は
様

々

な

出

来

事

が
あ

り

ま

と

が

で

き

し
た

。
１
月

に
は
荒

川

登

山

道

上

（
森

ま

し

た

林

軌

道

）
で
の
岩

盤

の
崩

落

、
こ
れ

に

が

、

そ

れ

よ

り

約

５
ヶ
月

間

一

部

区

間

の
登

山

が

す

ぐ

に

道

を

使

用

す

る

こ
と
が

で
き

ま

せ
ん

結

果

と

し

で
し
た

。
ま

た

、
９
月

に
は
樹

齢

２
０

て

で

る

も

０
０
年

と
も

言

わ

れ

る

翁

杉

が

幹

折

の

で

は

あ

れ

し

た

こ
と

な

ど

も

屋

久

島

に
と

っ

り

ま

せ

て
誠

に
残

念

な

出

来
事

で
し
た
。

ん

。

今

年

し
か
し
、
私

達

は

世

界

自

然

遺

産

も

引

き

続

に
登

録

さ

れ

た

こ
の
屋

久

島

を

後

世

き

農

林

業

に
引

継

い
で
い
く
責

任

が
あ

り
ま
す

。

等

被

害

拡

大

防

止

対

策

な

ど
様

々

な

自

然

災

害

が
起

き

れ

ば

必

要

に
応

じ

取

組

を

地

域

と
も

連

携

し
な

が
ら

行

て
環

境

へ
の
影

響

を

最

小

限

に
と

ど

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

め

な

が

ら

の

復

旧

工

事

や

、
ま

た

、

ま

た

、
昨

年

は

森

林

・
林

業

の
再

翁

杉

の
よ

う

な

貴

重

な

「
著

名

ヤ

ク

生

に
向

け

た

改

革

に
つ
い
て
、
最

終

ス
ギ

」
の

樹

勢

状

況

調

査

、
森

林

生

的

な

取

り

ま

と
め
が
な

さ

れ

ま

し
た

態

系

保

護

地

域

に
お

け
る

モ
ニ
タ

リ

が
（
概

要

は
下

段

）
、
屋

久

島

前

岳

の

ン
グ

調

査

や

植

生

の

保

護

保

全

な

ス
ギ

人

工

林

は

着

実

に
成

長

し
て
い

ど

、
今

後

に
お

き

ま

し

て
も

地

域

の

ま

す

。
そ

の
間

伐

材

や

ヤ

ク

ス
ギ

土

皆

さ

ん

の
意

見

や
専

門

家

・
関

係

機

埋

木

は

屋

久

島

の

貴

重

な

資

源

で

関

と
連

絡

調

整

を

図

り

な

が
ら

取

り

す

。
そ

の

活

用

な

ど

に
つ
い
て
も

生

組

ん
で
行

き

た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

業

と
し
て
の
林

業

と

併

せ

今

後

の
島

加

え

て
、
屋

久

島

で
は

シ

カ

の
問

内

の
産

業

を

考

え

る

上

で
一

つ
の
大

題

が

あ

り

ま

す

。
現

在

、
ヤ

ク

シ

カ

き

な

課

題

と

考

え

て
い
る

と

こ
ろ

で

の
個

体

数

は

１
万

２
千

～

１
万

６
千

す
。

頭

と

も

推

定

さ

れ

、
ヤ

ク

シ

カ

に
よ

新

春

に
あ

た

り

、
国

有

林

野

事

業

る

農
林

業

被

害

や
森

林
生

態

系

へ
の

に
対

す

る

一

層

の
ご

理

解

と
ご

協

力

影

響

も

懸

念
さ

れ

て
い
る

と
こ
ろ
で

を

お

願

い
す

る

と

と

も

に
、
屋

久

島

す

。
そ

の

対

策

の

一

環

と

し

て
、
国

町

皆

様

の
ご

多

幸

を

心

か
ら

ご
祈

念

有

林

内

に
お

い
て
も

全

職

員

で
く

く

申

し

上

げ

、
年

頭

の

あ

い
さ

つ
と

さ

り
ワ
ナ
に
よ
る
有

害

鳥

獣
捕

獲

を

実

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

改革の方向

１ 森林計画制度の見直し
・市町村森林整備計画のマスタープラン化

・新たに森林経営計画（仮称）制度の創設

・市町村が主体的に森林の区分を設定 など

２ 適切な森林施業が確実に行われる仕組みの整備
・伐採、更新のルールの明確化

・施業代行などによる適切な森林施業の確保 など

３ 低コスト化に向けた路網整備等の加速化
・施業集約化の推進

・民有林・国有林の森林共同施業団地の推進

・林業専用道、森林作業道の区分を新設 など

４ 担い手となる林業事業体の育成
・森林組合改革・林業事業体育成 など

５ 国産材の需要拡大と効率的な加工・流通体制の確立
・民有林・国有林の連携強化により国産材の安定供給体制を構築

・公共建築物木材利用促進法に基づき木材利用を推進

・木質バイオマスの総合利用の推進

・国産材の環境貢献度について「見える化」の推進

・地域材を活用した木造住宅の推進

・合法木材等の普及や違法伐採対策の強化 など

６ フォレスター等の人材の育成
・フォレスター、森林施業プランナー、現場技術者・技能者の育成

10 年後の姿 木材自給率５０％以上

適切に施業(間伐）が実施された
屋久島の人工林

屋久島杉人工林材を使用した住宅

「森林・林業の再生に向けた改革の姿」




